
剔　はじめに

　子どもとかに新聞の切抜きを配ると、

伺が害いているのかと興味を持ゴで読

んでいる。家に,も新聞はあるのに、

毎日発行され届けられているのに。

きっと、新聞は取ブで「いる、ある」

ということで、取ブで「見る」という

ことが少ないからだと思う。さらに、

新聞を手に取って「読む」となると、

さらに少ないのてはないだろうか。

　とはいえ、切抜きを手にした子とも

の姿は、真剣である。記事を読み、考え、

田いを表現するのである。

辨別町立白人小学校 森 久　彰

　今の私は、新聞は活用の仕方で大きな教育的効果を得ることができると感じている。そ

して、「新聞」をさらに効果的に活用していくにはどのようにするといいのかを課題として

持っている。

　今回の報告にあたって、ある日の朝の会でのスピーチが実践を積み重ねるきっかけとな

った。「新聞」を手にして自分の思いを表現する子ともの姿を見て、これを生かせないだろ

うか。それが、私の実践のはじまりだった。

　その後、―つひとつ取り組んでみるうちに、子ともの変容から手ごたえを感じる。それ

を継続して取り組む。そのう昌、何か物足りなさを感じはじめる。「何か」を考え、捕えそ

うなことに挑戦してみる。そして、また少しだけ手ごたえを感じる。このらせん状に繰り

返すことを重ねてきた。

　　「新聞を活用して」一年目の取り紹みてあるが、日々の学習への取り入れてきた歩みな

とをご報告したいと思う。

２．取り組みの概要

（１）スビーチの題材に

　４月。国語の教科書にスピーチ教材がある。数時間の扱いだったが、これを朝の会で二

人ずつスピーチすることを継続して取り組んできた。はじめは、自分自身に間することや

自分の興味のあることをテーマとしてスピーチする子ともが多かった。それに対して聞き

手は感想を言ったり、質問を投げかけたりした。次第にテレビの情報、話題となっている

ニュースをテーマにする子どもが出てきた。報道されたことに関して、知っていることに

は笞えることができた。朝のニュースなとは、次ﾉﾏと話題が放送されるため、ちょっと深

い質問をされると笞えることができない、ということが多く見られた。
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すると、新聞記事を切り抜いて持プてくる

子どもが現れた。視聴者を引き付けること

を主にずる報道てはわかりにくい細かな情

報を、いっても、とこでも回にてきる新聞

を教室に持ち込んてきた。手にしている記

事の情報をもとに、質問に対して寸べてと

はいかないが、それまでよりも笞えるよう

になってきた,づそれ以来、テレビの報道を

見て、それに関する記事を片手にスビー一子

をする子が増えていった。

（２）記事から自分の考えを表現するために

　了月。新聞を活用してのスヒーテが日常的に行われるようになり、１ヶ月余りが過ぎた

頃。スビーチの中だけでは自分の思いや考えたことを表現するには、日々の取り組みから

の慣れや時間的なこともあり、マンネリ気味になってきた。しかし、子どもたちの思いを

知りたいことと、表現する場を設定レていきたいと考え、ノート回書＜ようにした。より

深≪、回を考えているのかを、とのような思いでいるのかを知りたかった。記事の内容や

テーマは、コレまで同様に自分の興味のある内容ならなんてもよいとした。ノートを見開

きて使い､左のページに記事｡右のへ･－ジには自分の感想や考えたことを書≪こととした。

様ﾉﾏな記事をもとに、子ともたちは自分の考えを表現してきた。良かった点は、スビーチ

のように順番てはないので、子どもが毎日表現する場をもてたことである。一方でスピー

チのあとの質問や感想のやりとりがなくなるので、子ともたら同士の交流という面ては、

課題となった。
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　（３）お互いの思いを知ることに・・≪資料１）

　１１月。　しばら≪新聞の実践からはなれていた。日ﾉﾏの実践にt里没していた。そのよう

なときに、「いじめ」を苦に自殺するということが起こった。報道を見て、子ともたちもそ

のことを知ブでいた､。各学校ての対応も行われた。新聞にも大き＜書かれていた。

そこで、記事を印刷し、「いじめ」について子ども達と考えてみることにした。記事を読ん

だ感想を書＜ことにした。作文として粛いたその内容を、私自身の情報として持っている

だけではだめだと思った。子ともの作文を、その感想を、子どもたちに返した。パソコン

で打ってあるそれらの内容を子ともたらが読み、再度感想や考えを害＜ようにした。

―つの記事の内容から、３９人の思いを共有し、さらに考える機会とした。それぞれの感

想を読んで、さらにそれをもとに感想を害＜。

このことを通して、いつも共に学校生活を送っている仲間の思いを更に知ることとなった。

（４）伝えたいことを発信するために・・・（資料２）

　［罰語では、説明文を段落ごとに要約し文章構成を考えたり、文章全体を通してダイジェ

ストのようまとめたりしてきた。物語文ては、作品の主題を考えるとき、伝えたいことを

コンパクトにまとめたりしてきた。また、社会で歴史上の人物やその時代のまとめとして

新聞作りを行ってきたが、タイトルや見出しをエ､夫して、読み手を引き付けるようにして

きた。

そこで、新聞の見出しを考えることを行った。タイトル部分を○で抜いて、記事の内容を

もとに子ともたらが考える。まずは取り組みやすいように、文字数を限定して行った。記

事の内容は、スポーツ、社会、＋勝のことなど、馴染みのあるものを選んだ。クイズを解

いていくような感覚で、楽しみながら考えていた。要約する力とはいえないという課題も

あるが、記事を読み、何か大事なのか、何を読者に伝えたいのかを考えることができた。

用意するもの:新聞記事のプリント（全員分）

やり方

①教師が予め記事をひとつ選び、その記事

　　の見出し部分を切り抜いて、その空欄部

　　分に○（文字数）を記入。それを原稿用

　　紙に貼って印刷する。

②児童に①のプリントを裏返しに配布。

③「全員起立。記事を最初から最後まで黙

　　読します。制限時間は２分。読み終わっ

　　たら着席して、この記事にふさわしい見

　　出しを考えて記入しなさい｡」と指示。

④児童は、指示通り記事を読んだ後、見出

　　しを考えて記入する。

題材にする記事（よいと思う内容）

●児童に人気のスポーツ選手などが

　活躍した記事。

●国際、政治、経済、科学に関する記

　事など、学習に役立つ内容の記事



　（５）今年一年を振り返るときに・・＜資料３）

　１９９５年から始まったその年の世相をあらわす「今年の漢字」を、学級目標に盛り込

んでいる。漢字一宇で、学級目標をとするのである。昨年は「絆」、今年は「優」。６年生

として下級生に優しい存在に.、最高学年として優れた存在に、という願いを込めている。

　１２月。新聞に今年一年のニュー-スが載る。道内、国内、国際と、振り返ってみるとそ

ういえば、という内容が多い。５月、６月にスピーチしていたころの内容も、すい/ぶんと

昔に思えるという子ともたちの声も聞こえてきた。

　そこで、今年の漢字を予想することとした。

　　（２００６年の漢字は「命」１２月１２日　漢字の日に発表）

　新聞記事をもとに、どんなことがあったのか改めて読み返す子どもだ朽。理由も考え、

漢字辞典を手にして考えていた｡発表される前日には､どの漢字になるのか話をしている。

家の人も一緒に考えていることを耳にして､話題の―つになりうれしく思うこともあった。

　発表後、次に自分の「今年の漢字」を考えた。昨年も取り組み、色紙に書くことを楽し

みにしていた。

３．成果と課題

　子どもだちにとって、新聞が「ある、とっている」から、新聞に「目を通す」、新聞を「読

む」という変化を求めてこれまで取り組んできた。もっともっと、子ともたらが新聞を身

近に感じたり、考えたりすることがてきると思っている。また、新聞を活用した取り組み

をすることを通して、指導者にとって、新聞が教材となることの認識を持った。手探りの

状態ではあったが、子ども達と共に取り組んてみることで手応えを感じた。新聞は、教材

の宝庫である。各教科、道徳、総合的な学習の時間をはじめ、学校の教育活動全体の中で

活用することができる。これからは､それをどのように活用するか､が課題になってくる。

計画的に。そしてタイムリー口上クロスカリキュラムとなるように、各教科との関連をは

かり、意図的に取り組むことができるようにしたい。そして、その時の子どもたちの状況

や社会の変化など、みんなで共に考えたりすることができる内容を、タイムリーに提示す

ることも必要である。そのためには、私自身がアンテナを高くして、多＜の実践の情報を

集めることが必要と考える。新聞はすみすみまて教材として活用できることがわかった。

でも、今の自分ては、子ともたちに「使える」と思うのはわすかしかない。多＜の実践を

学び、様ﾉﾏな活用方法を知ることを、これからも積極的に行っていきたい。そして、子ど

もたちも私自身も、新聞を通してリテラシーを育て高めることを目指して、今後も取り組

んていきたい。
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